
〈第34総会期主題聖句〉
平和を実現する人々は幸いである
―マタイによる福音書5章9節―

〈ビジョン〉
女性がリーダーシップを発揮し、

人権・平和・環境を大切にする社会
〈ミッション〉

若い女性をエンパワーし、共に社会変革を進めます。
〈バリュー〉

キリスト教基盤　平和・環境　人権　セーフスペース
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�
2〜3面� 戦後80年
� � ここからの大人たちへ　女性差別をなくすために
� � 太田啓子（弁護士）�
4〜5面� 北京会議30年
� � 女性の参加なくして、平和はつくれない
� � 三輪敦子（ヒューライツ大阪�所長）�
6〜7面� 日本YWCA120年
� � 秘蔵写真で振り返る戦後80年　
� � 平和へのアクション
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これは、日本YWCAが2002年に発信したメッセージです。

「女性には世界を平和へと導くパワーがある。若い女性や少女が、その力を未来に向けて発揮できるように」
そんな願いが込められています。

平和とは、戦争がない状態だけではなく、あらゆる人の人権が守られること。

2025年のいま、世界に向けて、再びこのメッセージを届けます。

「YWCAグローバル基金」キャンペーンポスターより



　

昨
年
放
送
さ
れ
た
Ｎ
Ｈ
Ｋ
の
朝
ド
ラ
『
虎

に
翼
』
は
、
日
本
初
の
女
性
弁
護
士
で
後

に
日
本
初
の
女
性
判
事
と
な
っ
た
三
淵
嘉
子

さ
ん
を
モ
デ
ル
に
し
た
物
語
で
、
さ
ま
ざ
ま

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
通
じ
て
差
別
の
あ
り
よ
う

を
描
い
た
こ
と
と
、
憲
法
、
特
に
「
法
の
下

の
平
等
」
を
う
た
う
14
条
を
正
面
か
ら
扱
っ

た
こ
と
が
大
き
な
反
響
を
呼
ん
だ
。『
虎
に

翼
』
に
描
か
れ
て
い
た
よ
う
に
、
戦
前
の
日

本
で
は
、
女
性
差
別
が
合
法
で
あ
り
憲
法
違

反
で
も
な
か
っ
た
。
女
性
に
は
選
挙
権
が
な

く
、
家
庭
内
で
は
家
長
に
従
う
存
在
と
し
て

財
産
権
も
保
障
さ
れ
な
か
っ
た
。
大
学
進
学

や
、
ま
し
て
司
法
試
験
に
合
格
す
る
こ
と
は

ご
く
一
部
の
恵
ま
れ
た
女
性
の
み
に
し
か
選
べ

な
い
道
だ
っ
た
が
、
そ
れ
で
も
、
男
性
と
同

じ
司
法
試
験
に
合
格
し
て
も
裁
判
官
に
は
な

れ
な
か
っ
た
。

　

１
９
４
７
年
に
日
本
国
憲
法
が
施
行
さ
れ

た
後
も
、
露
骨
な
女
性
差
別
が
す
ぐ
に
無
く

な
っ
た
わ
け
で
は
も
ち
ろ
ん
な
か
っ
た
。
女

性
だ
け
に
課
せ
ら
れ
て
い
た
「
結
婚
退
職

制
」
が
争
わ
れ
た
裁
判
（
住
友
セ
メ
ン
ト
事

件
）
は
、
１
９
６
３
年
に
結
婚
を
理
由
に
解

雇
を
申
し
渡
さ
れ
た
女
性
職
員
に
よ
っ
て
提

訴
さ
れ
、
66
年
に
原
告
勝
利
の
判
決
が
下
さ

れ
た
（
そ
の
後
会
社
と
和
解
、
結
婚
退
職
制

は
廃
止
）。
67
年
に
は
、
男
性
が
55
歳
定
年
な

の
に
女
性
が
30
歳
で
退
職
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
「
若
年
定
年
制
」
に
つ
い
て
不
合
理
だ

と
い
う
裁
判
が
提
訴
さ
れ
（
東
急
機
関
工
業

事
件
）、
69
年
の
最
高
裁
判
決
は
「
女
子
従
業

員
30
才
、
男
子
従
業
員
55
才
と
女
子
を
著
し

く
不
利
益
に
差
別
す
る
本
件
定
年
制
は
、 

著

し
く
不
合
理
な
も
の
で
、
公
序
良
俗
に
反
し

て
無
効
」
と
断
じ
た
。
こ
の
よ
う
な
女
性
た

ち
の
憲
法
を
梃て

子こ

に
し
た
闘
い
を
経
て
、
女

性
で
あ
る
こ
と
を
理
由
と
し
た
早
期
退
職
制

度
は
認
め
ら
れ
な
い
こ
と
は
確
立
さ
れ
た
。

　

先
人
た
ち
の
奮
闘
で
女
性
差
別
は
相
当
に

解
消
さ
れ
た
―
―
と
は
い
え
、
今
の
日
本
社

会
に
も
、
性
差
別
構
造
は
つ
く
づ
く
根
深
く

存
在
す
る
。
弁
護
士
業
務
で
扱
う
離
婚
事
件

で
痛
感
す
る
の
は
、
家
庭
内
で
の
ケ
ア
労
働

（
家
事
、
育
児
、
介
護
）
が
女
性
に
偏
り
、
そ

れ
が
女
性
の
経
済
力
の
足
か
せ
と
な
り
、
政

治
分
野
で
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
ギ
ャ
ッ
プ
解
消
を

妨
げ
て
い
る
と
い
う
こ
と
だ
。

　
『
男
女
共
同
参
画
白
書
』（
左
上
）
に
よ
る
と
、

日
本
の
女
性
は
、
男
性
の
５・５
倍
、
無
償
労

働
に
時
間
を
割
い
て
い
る
。
こ
こ
ま
で
偏
っ

て
い
る
国
は
他
に
な
い
。
離
婚
事
件
で
夫
婦

の
歴
史
を
つ
ぶ
さ
に
尋
ね
て
い
く
と
、「
夫

の
転
勤
に
つ
い
て
い
く
た
め
に
仕
事
を
や
め

た
」「
夫
の
帰
宅
が
遅
く
ワ
ン
オ
ペ
育
児
だ
っ

た
。
子
ど
も
が
１
人
だ
け
な
ら
な
ん
と
か
な
っ

た
が
、
２
人
に
な
り
、
と
て
も
ま
わ
ら
な
く

な
っ
て
仕
事
を
や
め
た
」
な
ど
と
、
家
庭
を

維
持
す
る
た
め
に
自
身
の
経
済
力
が
失
わ
れ

る
選
択
に
妻
が
追
い
や
ら
れ
る
こ
と
だ
。
い
っ

た
ん
キ
ャ
リ
ア
を
中
断
し
た
子
持
ち
女
性
が
、

そ
の
後
再
び
自
立
可
能
な
賃
金
を
得
ら
れ
る

職
に
就
く
の
は
か
な
り
困
難
な
こ
と
だ
。
そ

の
後
離
婚
と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
場
合
、
失

わ
れ
た
経
済
力
が
補
填
さ
れ
る
わ
け
で
も
な

く
、
暴
力
か
ら
の
解
放
を
求
め
て
離
婚
に
踏

み
切
ろ
う
と
す
る
と
貧
困
を
覚
悟
し
な
く
て

は
な
ら
な
い
の
は
あ
ま
り
に
不
正
義
だ
。

　

他
方
で
男
性
た
ち
は
幸
せ
か
と
い
う
と
、

必
ず
し
も
そ
う
と
も
見
え
な
い
。
離
婚
事
件

で
は
、
Ｄ
Ｖ
・
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
な
ど

の
男
性
の
問
題
行
動
を
多
く
見
る
。
女
性
の

Ｄ
Ｖ
・
モ
ラ
ル
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
と
異
な
り
男

性
の
そ
れ
は
、
非
常
に
パ
タ
ー
ン
化
さ
れ
て

お
り
「
ど
の
Ｄ
Ｖ
夫
も
み
ん
な
同
じ
よ
う
な

こ
と
ば
か
り
言
う
」
の
が
際
立
っ
た
特
徴
だ
。

日
常
的
に
怒
鳴
っ
た
り
、
不
機
嫌
や
無
視
で

家
族
を
威
圧
し
、「
誰
の
お
か
げ
で
食
べ
ら
れ

弁
護
士
　
太
田
啓
子

戦
後
80
年
×
憲
法
と
女
性
の
人
権

『
虎
に
翼
』
の
時
代
か
ら

女
性
た
ち
の
闘
い
を
経
て

「
女
ら
し
さ
」
と

「
男
ら
し
さ
」
の
呪
縛

こ
こ
か
ら
の
大
人
た
ち
へ

～
女
性
差
別
を
な
く
す
た
め
に
～
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こ
う
い
う
男
性
と
い
う
の
は
「
妻
子
を
養
っ
て

い
る
、
社
会
的
に
一
人
前
の
男
性
」
と
い
う
自

分
の
イ
メ
ー
ジ
を
失
い
た
く
な
い
の
だ
ろ
う

と
思
わ
さ
れ
る
。「
女
ら
し
さ
」「
男
ら
し
さ
」

の
呪
い
を
内
面
化
し
て
い
る
と
、
性
別
問
わ

ず
個
人
と
し
て
の
幸
福
度
は
間
違
い
な
く
低

く
な
る
。

　
こ
の
よ
う
な
問
題
意
識
か
ら
私
は
２
０
２
０

年
に
、
子
育
て
と
ジ
ェ
ン
ダ
ー
を
テ
ー
マ
に
し

た
『
こ
れ
か
ら
の
男
の
子
た
ち
へ
』
を
出
版
し
、

読
者
や
講
演
参
加
者
か
ら
い
ろ
い
ろ
な
声
を
聞

て
る
と
思
っ
て
る
ん
だ
」

「
文
句
が
あ
る
な
ら
出

て
い
け
、
離
婚
し
て
や

る
」
と
何
度
も
言
っ
て

い
た
の
に
、
い
ざ
本
当

に
離
婚
を
求
め
ら
れ
る

や
「
妻
に
追
い
詰
め
ら

れ
て
、
殴
ら
さ
れ
た
」

「
自
分
こ
そ
Ｄ
Ｖ
被
害

者
だ
」
な
ど
と
言
い
出

す
。
会
社
や
親
戚
に
離

婚
し
た
こ
と
を
絶
対
に

知
ら
れ
た
く
な
い
か
ら

と
い
う
理
由
で
離
婚
を

拒
否
す
る
男
性
も
い
る
。

く
機
会
に
恵
ま
れ
た
。
性
差
別
的
価
値
観
を
次

世
代
に
引
き
継
が
せ
な
い
よ
う
に
、
親
や
教
師

だ
け
で
な
く
、
社
会
全
体
で
も
気
を
付
け
る
べ

き
こ
と
は
多
々
あ
る
。「
男
の
子
な
ん
だ
か
ら
泣

か
な
い
の
」
と
い
う
声
か
け
は
、
弱
み
を
見
せ

る
こ
と
は
恥
ず
か
し
い
こ
と
だ
と
い
う
呪
い
を

男
性
に
内
面
化
さ
せ
る
。「
女
の
子
な
ん
だ
か
ら

受
験
に
失
敗
し
て
も
気
に
し
な
く
て
い
い
」
と

い
う
慰
め
の
つ
も
り
の
言
葉
は
、
成
長
し
よ
う
、

成
功
し
よ
う
と
い
う
女
性
の
心
を
折
る
。
ま
ず

は
大
人
が
、
自
身
の
ジ
ェ
ン
ダ
ー
バ
イ
ア
ス
を

自
覚
し
な
が
ら
、
そ
れ
を
ア
ン
イ
ン
ス
ト
ー
ル

し
、
次
世
代
の
若
者
や
子
ど
も
と
共
に
、
よ
り

性
差
別
的
で
な
い
価
値
観
を
創
り
出
そ
う
と
す

る
日
常
の
努
力
が
重
要
だ
と
思
っ
て
い
る
。

profile

国際基督教大学卒業。2002 年、弁護士登録
（神奈川県弁護士会・湘南合同弁護士事務所）。
離婚・相続等の家事事件、セクハラ・性被害
等民事事件を主に扱う。明日の自由を守る若
手弁護士の会メンバー。企業や学校でジェン
ダー平等に関する講演・ゲスト授業等を行う。
2025 年 4 月に『100 年先の憲法へ 「虎に翼」
が教えてくれたこと』（太郎次郎社エディタ
ス）を上梓。

多くの離婚事件に取り組み、２人の男
の子を育てた著者が、性差別や性暴力
を根絶するためにできることを説く。
子育て本のようだが、対象は「親」や「男
の子」に留まらない。多くの大人に潜
むであろう無自覚の差別意識に目を向
けさせる。社会全体を変えるために一
人ひとりが意識や行動を変えることが
肝要だ。本書を手掛かりに、気付くこ
とから始めてみよう。

これからの男の子たちへ
「男らしさ」から
自由になるレッスン

太田啓子 著／大月書店（2020年）

おおた・けいこ

（備考）１． OECD ‘Balancing paid work, unpaid work and leisure  （2021）’より作成。
２． 有償労働は、「paid work or study」に該当する生活時間、無償労働は「unpaid 
work」に該当する生活時間。

３． 「有償労働」は、「有償労働（すべての仕事）」、「通勤・通学」、「授業や講義・学校
での活動等」、「調査・宿題」、「求職活動」、「その他の有償労働・学業関連行動」
の時間の合計。「無償労働」は、「日常の家事」、「買い物」、「世帯員のケア」、「非
世帯員のケア」、「ボランティア活動」、「家事関連活動のための移動」、「その他の
無償労働」の時間の合計。

４． 日本は平成28（2016）年、韓国は平成26（2014）年、英国は平成26（2014）年、
フランスは平成21（2009）年、米国は令和元（2019）年、ドイツは平成24（2012）年、
ノルウェーは平成22（2010）年、スウェーデンは平成22（2010）年の数値。

男女別に見た生活時間（週全体平均）（１日当たり、国際比較）
（分）

女性 男性

日本

有償労働時間

有償労働時間の男女比（男性／女性）（右目盛） 無償労働時間の男女比（女性／男性）（右目盛）

無償労働時間

女性 男性
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あわせて
読みたい

い
ま
、
こ
こ
か
ら

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

＊2023年版『男女共同参画白書』（内閣府）をもとに編集部で作成
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２
０
２
５
年
は
第
４
回
世
界
女
性
会
議
（
以

降
、
北
京
会
議
）
が
開
か
れ
、
北
京
宣
言
・
行

動
綱
領
が
採
択
さ
れ
て
か
ら
30
周
年
、
日
本
が

女
性
差
別
撤
廃
条
約
を
批
准
し
て
40
周
年
に
あ

た
り
ま
す
。
ま
た
、「
女
性
と
平
和
・
安
全
保

障
」
と
い
う
新
し
い
問
題
領
域
に
つ
な
が
っ
た

安
保
理
決
議
１
３
２
５
号
が
採
択
25
周
年
を
迎

え
ま
す
。
そ
し
て
、
広
島
と
長
崎
へ
の
原
爆
投

下
、
第
二
次
世
界
大
戦
終
結
、
さ
ら
に
国
連
創

設
80
周
年
で
も
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
人

権
、
平
和
に
と
っ
て
重
要
な
節
目
の
年
で
す
。

　
北
京
会
議
か
ら
30
年
後
の
現
在
を
一
言
で
表

現
す
る
な
ら
ば
、「
進
展
し
た
分
野
は
確
か
に

あ
る
。
一
方
で
、30
年
前
に
は
想
像
で
き
な
か
っ

た
レ
ベ
ル
の
バ
ッ
ク
ラ
ッ
シ
ュ
（
反
発
と
抵
抗
）

が
世
界
中
で
多
く
の
女
性
と
少
女
の
人
権
と
尊

厳
を
脅
か
し
、
そ
の
苛
烈
さ
は
ほ
と
ん
ど
戦
場

と
表
現
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
言
え
る
で
し
ょ

う
。

　
１
９
９
０
年
代
前
半
、
私
は
国
連
女
性
開
発

基
金
（
ユ
ニ
フ
ェ
ム
＝
現
U
N 
W
o
m
e
n
）

の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
バ
ン
コ
ク
事
務
所
で
、

北
京
会
議
の
準
備
プ
ロ
セ
ス
に
携
わ
り
ま
し
た
。

当
時
、
ユ
ニ
フ
ェ
ム
が
力
を
入
れ
て
い
た
の
は

女
性
に
関
す
る
デ
ー
タ
の
整
備
で
し
た
。
性
別

の
デ
ー
タ
が
な
け
れ
ば
女
性
が
置
か
れ
て
い
る

状
況
を
把
握
で
き
ず
、
必
要
な
政
策
を
検
討
す

る
こ
と
も
不
可
能
で
す
。
そ
の
た
め
各
国
の
統

計
局
と
協
力
し
、
性
別
デ
ー
タ
の
収
集
・
発
信

を
支
援
し
て
い
ま
し
た
。

　

95
年
の
北
京
会
議
を
き
っ
か
け
に
ジ
ェ
ン

ダ
ー
状
況
を
理
解
す
る
た
め
の
デ
ー
タ
整
備
は

大
き
く
進
展
し
、
ど
の
よ
う
な
会
議
で
も
ジ
ェ

ン
ダ
ー
平
等
に
言
及
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
ク
オ
ー
タ
制
な
ど
の
暫
定
的
特
別
措
置

の
導
入
に
よ
り
女
性
の
政
治
参
加
が
進
展
し
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
に
基
づ
く
女
性
に
対
す
る
暴
力
に

関
す
る
理
解
も
深
ま
っ
て
い
ま
す
。
差
別
と
不

平
等
の
交
差
性
・
複
合
性
や
性
の
多
様
性
に

関
す
る
認
識
も
広
が
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
遅
く
、
女

*

性
と
少
女
の
命
と

人
権
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
２
０
０
０
年
代
に
入
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等

に
向
け
た
実
践
は
、
当
時
に
は
想
像
で
き
な

か
っ
た
課
題
に
直
面
し
て
い
ま
す
。

① 

変
化
へ
の
反
発
と
抵
抗

　
夫
婦
別
姓
を
含
め
女
性
と
男
性
双
方
に
と
っ

て
自
由
な
選
択
肢
が
増
え
る
変
化
に
対
し
、
頑

迷
な
反
発
と
抵
抗
が
示
さ
れ
て
き
ま
し
た
。
そ

れ
ら
は
往
々
に
し
て
「
伝
統
」
や
「
文
化
」
の

名
の
下
で
示
さ
れ
ま
す
。
世
界
で
は
宗
教
的
原

理
主
義
を
背
景
と
し
た
暴
力
的
な
過
激
主
義
の

形
を
取
る
場
合
も
あ
り
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
不
平
等

と
差
別
的
規
範
が
強
化
さ
れ
て
い
ま
す
。

② 

危
機
が
も
た
ら
す
停
滞
と
後
退

　

気
候
危
機
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
、
武
力
紛
争
、

自
然
災
害
等
の
危
機
は
、
非
正
規
雇
用
を
始
め

と
す
る
不
安
定
な
条
件
で
生
計
を
立
て
て
い
る

女
性
に
特
に
影
響
を
与
え
ま
す
。
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
下
の
休
校
措
置
等
に
よ
り
増
大
し
た
女
性
の

ケ
ア
負
担
は
女
性
の
さ
ら
な
る
困
窮
に
つ
な
が

り
ま
し
た
。

③ 

技
術
革
新
が
も
た
ら
す
暴
力
と
差
別

　
盗
撮
、
リ
ベ
ン
ジ
ポ
ル
ノ
、
デ
ィ
ー
プ
フ
ェ

イ
ク
、ネ
ッ
ト
ス
ト
ー
キ
ン
グ
、ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
を
始
め
と
す
る
デ
ジ
タ
ル
暴
力
が
、
特
に
女

性
と
少
女
に
深
刻
な
影
響
を
与
え
て
い
ま
す
。

生
成
Ａ
Ｉ
に
よ
る
暴
力
や
固
定
観
念
の
強
化
も

懸
念
さ
れ
ま
す
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
が
暴
力
を
過
激
化
さ

せ
て
い
ま
す
が
、
法
整
備
や
対
応
は
全
く
追
い

つ
い
て
い
ま
せ
ん
。

　
ほ
か
に
も
、
女
性
の
人
権
の
根
幹
を
形
成
す

る
「
性
と
生
殖
に
関
す
る
健
康
と
権
利
」、
さ

ら
に
性
的
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
の
人
た
ち
の
人
権
を

め
ぐ
る
分
断
と
対
立
も
深
刻
で
す
。
こ
の
問
題

は
、
第
５
回
世
界
女
性
会
議
が
開
催
さ
れ
る
見

通
し
が
立
た
な
い
こ
と
の
背
景
に
も
な
っ
て
い

ま
す
。

ヒューライツ大阪所長　三輪敦子

［ 北京会議30年×平和と女性の人権 ］
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、

ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、

人
権
、
平
和
の
節
目
に

人
権
、
平
和
の
節
目
に

北
京
会
議
か
ら

北
京
会
議
か
ら

3030
年
の
あ
ゆ
み

年
の
あ
ゆ
み

「
戦
場
」
レ
ベ
ル
の

「
戦
場
」
レ
ベ
ル
の

新
た
な
課
題

新
た
な
課
題

女性の参加なくして女性の参加なくして
平和はつくれない平和はつくれない
女性女性の参加なくして参加なくして
平和平和はつくれないつくれない

＊『北京会議30年後の女性の権利（Women’s Rights in Review 30 Years after Beijing）』（UN Women）
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90
年
代
前
半
の
ボ
ス
ニ
ア
紛
争
の
際
に
「
民
族

浄
化
」
の
名
の
下
に
敵
対
勢
力
の
女
性
に
対
し

て
行
わ
れ
た
集
団
レ
イ
プ
が
世
界
に
与
え
た
衝

撃
で
す
が
、
加
え
て
、「
従
軍
慰
安
婦
」
問
題

を
始
め
、
被
害
を
訴
え
正
義
の
回
復
を
求
め
た

世
界
各
地
の
女
性
た
ち
の
声
が
重
要
な
役
割
を

果
た
し
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
採
択
か
ら
今
日
ま
で
の
25
年
間
を

振
り
返
る
と
、
決
議
が
目
指
す
所
に
は
、
ほ
と

ん
ど
近
づ
け
て
い
ま
せ
ん
。
国
連
事
務
総
長
報

告
や
バ
フ
ー
ス
U
N 

W
o
m
e
n
事
務
局
長
が

２
０
２
５
年
５
月
に
安
保
理
で
行
っ
た
ス
ピ
ー

チ
で
は
、次
の
よ
う
な
現
状
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

●    

現
在
、
６
億
１
２
０
０
万
人
の
女
性
と
少
女

が
紛
争
地
域
で
生
活
し
て
い
る
。

●   �

２
０
２
２
年
以
降
、
紛
争
に
関
連
す
る
性
的

暴
力
が
50
％
増
加
。
被
害
者
の
95
％
は
女
性

と
少
女
で
あ
る
。

●    

紛
争
に
関
連
す
る
性
的
暴
力
に
は
、
レ
イ
プ
、

性
奴
隷
、
強
制
的
売
春
、
強
制
的
妊
娠
・
中

絶
、
強
制
的
不
妊
手
術
、
強
制
結
婚
等
、
多

様
な
形
態
が
含
ま
れ
、
被
害
は
少
年
少
女
を

含
む
男
女
に
及
ぶ
。

●   �

世
界
の
妊
産
婦
死
亡
の
61
％
は
、
紛
争
の
影

響
下
に
あ
る
35
か
国
で
発
生
し
て
い
る
。

　
今
年
は
平
和
に
と
っ
て
重
要
な
節
目
の
年
で

す
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
多
国
間
主
義
に
背
を

向
け
、
自
国
中
心
主
義
を
標
榜
す
る
国
が
増

え
、
世
界
は
軍
事
化
に
向
か
い
、
核
戦
争
の
脅

威
も
増
大
し
て
い
ま
す
。
こ
の
状
況
で
考
え
た

い
の
は
、
冒
頭
で
触
れ
た
国
連
安
保
理
決
議

１
３
２
５
号
「
女
性
と
平
和・安
全
保
障
」
で
す
。

１
３
２
５
号
に
始
ま
る
計
10
本
の
関
連
決
議
で

は
、
次
の
２
点
を
課
題
と
し
て
い
ま
す
。

●  「
紛
争
下
に
お
け
る
性
的
暴
力
」
お
よ
び
「
性

的
暴
力
の
不
処
罰
」
の
根
絶

●    

紛
争
予
防
、
和
平
交
渉
、
和
平
合
意
、
平
和

維
持
、
平
和
構
築
、
地
域
復
興
等
、
平
和
と

安
全
保
障
に
関
す
る
あ
ら
ゆ
る
プ
ロ
セ
ス
へ

の
女
性
の
意
味
あ
る
参
加

　
１
３
２
５
号
決
議
の
最
も
重
要
な
貢
献
は
、

長
年
に
わ
た
り
「
武
力
紛
争
下
で
は
ど
う
し

よ
う
も
な
い
こ
と
」
と
考
え
ら
れ
、
適
切
な
対

応
が
取
ら
れ
て
こ
な
か
っ
た
性
的
暴
力
を
「
根

絶
す
べ
き
国
際
課
題
」
と
確
認
し
た
こ
と
で
す
。

決
議
採
択
の
直
接
的
な
契
機
と
な
っ
た
の
は
、

「
女
性
と
平
和
・

「
女
性
と
平
和
・

安
全
保
障
」
の
い
ま

安
全
保
障
」
の
い
ま

●     

ア
フ
ガ
ニ
ス
タ
ン
で
は
妊
娠
に
関
連
す
る
合

併
症
で
２
時
間
に
一
人
が
命
を
落
と
し
て
い

る
。
ガ
ザ
で
は
、
何
千
人
も
の
女
性
が
、
爆

撃
や
攻
撃
に
曝
さ
れ
る
な
か
、
清
潔
な
水
や

産
後
の
ケ
ア
も
な
く
出
産
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
改
め
て
注
目
し

た
い
の
は
、１
３
２
５
号
決
議
の
柱
の
一
つ
「
平

和
の
実
現
に
向
け
た
あ
ら
ゆ
る
レ
ベ
ル
で
の
女

性
の
意
味
あ
る
参
加
」
で
す
。

　
事
務
総
長
報
告
に
よ
る
と
、
２
０
２
３
年
に

は
和
平
交
渉
の
交
渉
官
に
占
め
る
女
性
の
割
合

は
９・６
％
に
す
ぎ
ま
せ
ん
。
和
平
交
渉
に
関

す
る
昨
今
の
報
道
を
思
い
起
こ
し
て
も
、
女
性

が
登
場
す
る
こ
と
は
全
く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど

あ
り
ま
せ
ん
。

　

ノ
ー
ベ
ル
文
学
賞
を
受
賞
し
た
ス
ヴ
ェ
ト

ラ
ー
ナ
・
ア
レ
ク
シ
エ
ー
ヴ
ィ
チ
の
『
戦
争
は

女
の
顔
を
し
て
い
な
い
』
を
読
む
と
、
ナ
チ
ス

ド
イ
ツ
と
の
「
大
祖
国
戦
争
」
に
兵
士
や
医
師

と
し
て
従
軍
し
た
女
性
た
ち
の
経
験
と
声
が
、

戦
後
、
周
縁
化
さ
れ
忘
却
さ
れ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
す
。

　
こ
の
こ
と
か
ら
も
、
女
性
の
声
と
経
験
を
聞

き
、
紛
争
予
防
と
平
和
構
築
に
反
映
す
る
こ
と

こ
そ
が
「
女
性
の
意
味
あ
る
参
加
」
だ
と
痛
感

し
ま
す
。
そ
し
て
、
そ
の
際
に
は
、
非
暴
力
の

思
想
の
価
値
と
意
義
を
思
い
起
こ
し
、「
非
暴

力
の
カ
ル
チ
ャ
ー
」
を
創
造
す
る
こ
と
が
重
要

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　
非
暴
力
に
つ
い
て
は
、
ガ
ン
ジ
ー
や
キ
ン
グ

牧
師
の
名
前
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
女

性
の
経
験
と
声
に
は
両
者
に
負
け
な
い
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
あ
る
は
ず
で
す
。平
和
学
者
ヨ
ハ
ン・

ガ
ル
ト
ゥ
ン
グ
が
「
暴
力
が
な
い
状
態
」
と
定

義
し
た
「
積
極
的
平
和
」
の
大
切
さ
は
、
ジ
ェ

ン
ダ
ー
に
基
づ
く
暴
力
の
根
絶
に
向
け
た
実
践

を
通
じ
て
女
性
が
訴
え
て
き
た
こ
と
と
も
重
な

り
ま
す
。

　
80
年
前
、
広
島
で
被
爆
し
瓦
礫
の
下
敷
き
に

な
っ
た
サ
ー
ロ
ー
節
子
さ
ん
は
、
暗
闇
の
中
で

聞
い
た
「
諦
め
る
な
！　
光
に
向
か
っ
て
這
っ

て
い
け
」
と
の
言
葉
に
押
さ
れ
、
命
を
救
わ
れ

ま
し
た
。
軍
事
化
に
舵
を
切
っ
た
現
在
の
国
際

社
会
で
は
、
各
国
の
市
民
社
会
の
存
在
と
声
、

な
か
で
も
女
性
の
声
が
「
光
」
で
す
。

　
「
非
暴
力
の
カ
ル
チ
ャ
ー
」
を
つ
く
り
、「
武

器
を
持
っ
て
戦
い
国
を
守
る
」
と
い
う
ナ
シ
ョ

ナ
リ
ズ
ム
に
絡
め
取
ら
れ
ず
、
女
性
の
経
験
と

声
で
平
和
を
構
想
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

平
和
の
プ
ロ
セ
ス
に

平
和
の
プ
ロ
セ
ス
に

女
性
の
声
と
経
験
を

女
性
の
声
と
経
験
を
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1992
沖縄を知る・
伝える

1980
非武力による
平和を

2001
女性の権利は
人権！

2002
武力で平和は
つくれない！

1970
「核」否定の

思想

1975
和解の道へ

100年先の平和へ 私たちの活動は続きます

この年の全国総会で掲げられた「核」否定の思
想。反戦と共に自らを問い直すこの思想を具現
化するため、71年から「ひろしまを考える旅」が
始まる。74年からは中高生を中心に実施

日本の軍備拡張に反対し、武力によらない平和
構築を求める要望書を鈴木善幸総理大臣に提出。
前年のソ連によるアフガニスタン侵攻を機に、国
内で軍備増強を求める声が高まっていた

この頃から女性への暴力やジェンダーの問題が新た
な課題に。日韓の青年交流プログラムでは、ジェン
ダーやセクハラが取りあげられた

有事関連三法案が審議入りしたこの年は共同行動日を設け、
全国一斉に街頭アピールなど多彩なアクションを展開した。
その後もSNSなどさまざまな手法で平和を訴えている

1980年代後半から沖縄との連帯を探る動きが高
まり、1992年には「沖縄と連帯するプロジェクト」
が始まった。現地の新聞から情報を収集・発信す
る「沖縄タイムズを読む会」の活動もその一つ

若い世代に戦争や占領の事実を伝え、相互理解と
信頼の方策を探るため、韓国YWCＡの提案により
実現した「日韓コンサルテーション」。過去の歴史
を見つめ、和解の道を開こうとする呼びかけだった。
「日韓（ユース）カンファレンス」の原点
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1947
世界婦人円卓
会議

1958
初の反対運動

1962
憲法を研究する

1946
『女性新聞』

創刊

知る、伝える、
平和をつくる

　平和と女性の人権――その歴史の節目となる2025年、
日本YWCAは創立120年を迎えました。
　1905年の創立以来、女性の自立のために活動してきた
YWCAは、敗戦後、戦争中の反省に立ち、平和を求めて働
く団体へと大きく舵を切りました。
　非核・非暴力による平和構築をめざした80年の歩みを、
秘蔵写真から振り返ります。

戦後初の総選挙の前月1946年3月に創刊された『女
性新聞』（一部30銭）。選挙権を得た女性に「権利
と責任」を説くなど、民主主義を育んだ。朝日新聞
の販売ルートに乗せ、最盛期には3万部発行

YWCAが社会に向けて初めて政治的な発信をした
のが、「警職法」改定案への反対表明。憲法にうたわ
れている「個人の尊重」に反するとして報道機関に
声明を発表、他団体に呼びかけて反対運動を展開

地域YWCAの有志により「キリスト者と憲法」
研究会が２日にわたって持たれた。その後も学び
を続け、70年に「憲法研究会」と改名。約40年
にわたり、憲法の啓発や実践に務めた

９か国のYWCAの代表者を迎え、日
比谷公会堂で開催。戦後初の国際会
議として社会から大きな注目を集め
た。女性の社会参画、男女平等、国
際交流による平和構築など、新時代
の女性の活躍の場が語られた

秘蔵写真に見るYWCAの戦後80年
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〈第34総会期主題聖句〉
平和を実現する人々は幸いである
―マタイによる福音書5章9節―

〈ビジョン〉
女性がリーダーシップを発揮し、

人権・平和・環境を大切にする社会
〈ミッション〉

若い女性をエンパワーし、共に社会変革を進めます。
〈バリュー〉

キリスト教基盤　平和・環境　人権　セーフスペース
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ご
協
力
あ
り
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と
う
ご
ざ
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ま
す
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］
本
誌
2
0
2
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年
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記
載
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り
ま
し
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。
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記

の
通
り
訂
正
し
、
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詫
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い
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す
。
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ら
）

　昨年11月の全国会員総会にて第34総
会期がスタートしてから半年が経つ。今
総会期初めての加盟YWCA中央委員会が
５月24日、名古屋YWCAのホスピタリ
ティあふれる協力のもと、対面とオンラ
インのハイブリッドで開催され、新たな
顔ぶれが集った。それに先立ち、5月11
日にはオンラインで会長会が実施され、
各地域YWCAの活動紹介やYWCAのオ
リエンテーション等が行われた。
　樋口さやか会長は開会メッセージの中
で、敗戦後80年を迎えて、日本のYWCA
の先達がこれまで築いてこられた「ひろ
しまを考える旅」をはじめとする平和へ
の取り組みを未来へとつないでいきたい
と抱負を語った。午前中の議事では今総
会期、日本YWCA運営委員会のもとに
設置されたミッション連携＆会員研修委

員会、Local Action（LA）推進委員会、
ウェブ会員制度運用委員会、国際委員会
の４つの委員会が紹介された。理事会
からは2024年度決算報告、セーフス
ペース事業の全国展開やユースのエン
パワメント、com7300事業を受け継ぐ

「com7300基金」の構想が示された。
　昼食時には名古屋YWCAお薦めのお
弁当をいただき、地域YWCA自慢のグッ
ズやお菓子等の販売もあった。
　午後の部では、今年3月ニューヨーク
で開催されたCSW69（第69回国連女性
の地位委員会）のパラレルイベントで、
沖縄の在日米軍基地問題とその周辺住民
が直面している困難についての報告に聴
き入った（写真中央）。また、前総会期
に実施された第3期LA（地域YWCAを主
体とした活動）の6つのプログラムの最

終報告があり、今総会期に実施予定の第
4期の概要も発表された。協議では、長年、
子ども向けの理科教室や、中高YWCAの
37の加盟校の一つである松山東雲中学・
高等学校との連携、地域の平和活動に注
力されてきた松山YWCAの解散が、皆か
ら惜しまれつつも承認された。さらに、
昨年11月の全国会員総会で導入が決まっ
たウェブ会員制度について新制度運用ま
でのスケジュールを聞き、個別の論点の
グループ討議を経て、ウェブ会員の会費
の提案が承認された。活動の担い手不足、
厳しい財政状況と私たちの新たな船出は
決して順風ではないが、先人たちの思い
を受け継ぎ、ビジョン・ミッションとい
う北極星を目指して進んでいきたい。

 日本YWCA書記　吉田亜希

賛
助
費

牧
甫
　
吉
田
瑠
都

ピ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
ズ
募
金

（
平
和
を
創
り
出
す
女
性
の
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
養
成
）

新
倉
春
美
　
福
田
百
　
松
原
恵
美
子

木
岡
フ
ァ
ミ
リ
ー
基
金

株
式
会
社
コ
ロ
ン
ビ
ア
ス
ポ
ー
ツ
ウ
ェ
ア

ジ
ャ
パ
ン

学
校
法
人
女
子
学
院

 

災
害
時
支
援
募
金

（
国
内
外
の
災
害
被
災
者
支
援
）

嘉
屋
陽
子
　
杉
本
陽
子
　
牧
甫

（
オ
リ
ー
ブ
の
木
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
募
金
）

市
川
美
樹
　
小
笠
原
純
恵
　
野
呂
和
子

吉
岡
真
紀
子

京
都
Y
W
C
A 

ブ
ク
ラ

（
ウ
ク
ラ
イ
ナ
支
援
）

市
川
美
樹
　
大
野
學

戸
畑
高
峰
教
会

捜
真
女
学
校 

奉
仕
委
員
会

（
パ
レ
ス
チ
ナ
Y
W
C
A
支
援
）

伊
藤
邦
子
　
大
西
陽
子
　
島
田
麻
里

牧
甫
　
吉
野
か
お
り

公
益
財
団
法
人
名
古
屋
Y
W
C
A

公
益
財
団
法
人
京
都
Y
W
C
A

公
益
財
団
法
人
大
阪
Y
W
C
A

公
益
財
団
法
人
神
戸
Y
W
C
A

（
ビ
ル
マ
／
ミ
ャ
ン
マ
ー
支
援
募
金
）

青
木
正
彦
　
青
木
眞
理
　
石
橋
さ
な
え

風
間
マ
リ
ガ
ン
緑
　
幸
福
花
江

橋
本
鏡
子
　
宮
本
聖
美

一
般
社
団
法
人
ガ
ー
ル
ス
カ
ウ
ト
大
阪
府

連
盟

東
日
本
大
震
災
被
災
者
支
援
募
金

石
井
敬
子

捜
真
女
学
校 

奉
仕
委
員
会

日
本
Y
W
C
A
ユ
ー
ス
・
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト

基
金

公
益
財
団
法
人
京
都
Y
W
C
A

公
益
財
団
法
人
大
阪
Y
W
C
A

（
２
０
２
5
年
4
月
16
日
～
6
月
15
日

敬
称
略
）

先人先人のの思い思いをを未来未来へへつなぐつなぐ
加盟YWCA中央委員会報告
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